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資料１



地方創生1.0
①平成26年11月 まち・ひと・しごと創生法施行

・まち・ひと・しごと創生本部

まち・ひと・しごと創生担当大臣を設置

・「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を決定

②令和元年12月 第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を決定

③令和３年11月 デジタル田園都市国家構想実現会議を設置

④令和４年12月 デジタル田園都市国家構想総合戦略を決定

⑤令和６年６月 地方創生10年の取組と今後の推進方向を取りまとめ

地方創生2.0
⑥令和６年10月 新しい地方経済・生活環境創生本部を設置

⑦令和６年12月 「基本的な考え方」決定、（夏以降）基本構想策定
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今後、人口減少のペースが緩まるとしても、当面は人口・生産年齢人
口が減少するという事態を受け止めた上で、人口規模が縮小しても経
済成長し、社会を機能させる適応策を講じていく。このため、

〇一極集中をさらに進めるような政策の見直し、

〇持てるポテンシャルがまだ眠っているそれぞれの地域の経済・社会、これら
を支える人材の力を最大限に引き出す政策の強化、

〇若者や女性にも選ばれる職場や暮らしを実現する政策の強化、

〇都市と地方の新たな結びつき・人の往来を円滑化する政策の強化

などに取り組む。
（地方創生2.0の「基本的な考え方」一部抜粋）
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【基本構想の5本の柱】
①安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創生

（「若者・女性にも選ばれる地方（＝楽しい地方）」をつくる 災害から地方を守るための事前防災、危機管理 など）

②東京一極集中のリスクに対応した人や企業の地方分散
（地方への移住や企業移転、関係人口の増加など人の流れを創り、過度な東京一極集中の弊害を是正 など）

③付加価値創出型の新しい地方経済の創生
（地域資源を最大限活用した高付加価値型の産業・事業を創出 など）

④デジタル・新技術の徹底活用

⑤「産官学金労言」の連携など、国民的な機運の向上
（地域で知恵を出し合い、地域で自ら考え、行動を起こすための合意形成に努める取組を進める など）



•

•

5250206_令和６年度第２回ふるさと創生有識者会議



6250206_令和６年度第２回ふるさと創生有識者会議



「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」及び「まち・ひと・しごと創生
総合戦略」
①地方における安定した雇用を創出する、

②地方への新しいひとの流れをつくる、、

③若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる、

④時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、

地域と地域を連携する
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「国が行う地方公共団体に対する多様な支援」
① 財政支援（地方創生関係の交付金 等）

② 人材支援（地方創生人材支援制度 等）

③ 情報支援（地域経済分析システム（RESAS））
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デジタル
実装タイプ

地方創生拠点
整備タイプ

地方創生
推進タイプ

地域産業構造

転換インフラ整備
推進タイプ

デジタル
実装型

地域防災
緊急整備型

地方創生型
（第２世代
交付金）

地域産業構造

転換インフラ整備
推進型
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•

【デジタル実装タイプ】
②窓口受付支援システム事業
③AI活用型オンデマンドバス運行事業

【地方創生拠点整備タイプ】

【地方創生推進タイプ】

①新たな人の流れ創出プロジェクト（令和３年度～）

【地域産業構造転換インフラ整備推進タイプ】
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•

【デジタル実装タイプ】
④給付費等申請クラウドシステム導入事業
⑤消防同意等の申請業務支援システム導入事業

【地方創生拠点整備タイプ】

【地方創生推進タイプ】

【地域産業構造転換インフラ整備推進タイプ】


